
今年一番の寒い朝、我が家に

は長いつらら。独特の苦みが

私の大好物のふきのとう。毎

年楽しみに待っているが今年

はまだ早いのではと思いなが

ら畑に行くと足元に発見。

寒くないのかとつぶやきなが

ら、踏みつけないように収穫

しました。(上野茂）

はまだ議会だよりmini

みなさんの暮らしとつながっています。 35
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三浦選手の3,000㍍障害オリンピック２大会

連続入賞祝賀会が三浦選手の帰省に併せて開

催され、お祝いのため参列しました。

今年の９月には東京で世界陸上が開催されま

す。三浦選手は「世界陸上でメダルを獲得で

きるように頑張ります」

と強く決意を述べられ

ていました。浜田市全

体で三浦選手を応援し

ていきましょう！

浜田市議会は S D G sを推進しています。

議長
日誌

1/4 三浦龍司選手オリンピック
２大会連続入賞祝賀会

“寒くないのか？ふきのとう”

より良い地域交通を目指して
１月20日から22日まで、東京都と千葉県への行政

視察を実施し、千葉県香取市では、当委員会が調

査研究している地域交通に関する「市内公共交通

の再編」について、市の担当者から取組の説明を

受けました。

香取市では、バスの乗務員不足などにより現在の

路線を維持することが難しくなったため、令和６

年10月に市内の公共交通を再編。バス路線の統廃

合と併せ、地域デマンド交通「かとくる」を導入

しました。「かとくる」は一部の地区をドアツー

ドア型で走る「地域運行」と、廃止となったバス

１月15日に浜田保健所と地域医療に関する意見交

換会を開催しました。

医師不足、高齢化、多職種連携の必要性、そして

地域包括ケアシステムの構築など、山積する課題

が浮き彫りになりました。特に深刻なのは医師不

足で地域医療の維持を脅かしています。医師の確

保・定着には、地域の魅力向上、働き方改革など

多角的な取組が必要です。また健康寿命の延伸や

介護予防などが重要で、浜田市は県内ワーストの

健康寿命と高い要介護度という厳しい現実を知ら

されました。健康寿命を延ばす取組や介護予防の

推進、認知症になっても暮らしやすい地域づくり

が求められます。これらの課題解決に向けた活動

を進めていきます。(福祉環境委員会)

持続可能な地域医療に向けて

路線の代替となる「ル

ート運行」という二つ

の方式により、交通空

白地域などの解消を目

指しています。

香取市の取組で参考に

なったのは、予約・配車システムの効率化と省力

化において優れていることです。再編に関する課

題と解決に至った経緯の二つの点を本市の地域交

通の充実に生かせるように、委員会として協議を

重ねてまいります。（総務文教委員会）


